
井上春成賞表彰技術の選考の考え方 

 

 

1. ２度目の表彰 

研究者と企業が同一の組み合わせであっても、前に表彰された技術を凌駕

するものであれば表彰対象とする。ただし、他の同レベルと判断される候

補技術がある場合は、初めての応募技術の方を優先する。 

 

2. 応募者の国籍要件 

研究者および企業の両方あるいは一方が日本国籍を有すること。 

註）日本国籍を有する企業とは、日本国内に本社を設けて設立された日本

法による保護を受ける企業をいう。 

 

3. 複合研究成果等 

複合された研究成果をもとに企業化された技術、または、複数の企業によ

り共同で開発、企業化された技術の表彰はその都度検討する。 

 

4. 候補技術の選考 

候補技術を原則２件選考する。 

ただし、技術の特異性、市場特性を考慮して、中堅・中小企業技術１件を

追加することができる。 

以上 


